地域の科学舎推進事業
地域活動支援　平成２２年度申請書
機関用【様式・機－１】基礎情報
ＪＳＴ整理番号：　　　　　　　

	申請企画名
	「はやぶさ」が見た太陽系の歴史を星のソムリエ®と語る夕べ

	活動の形式（○印/１つのみ選択）
	○
	単独型
	
	機関連携型
	
	研修会実施型

	テーマ分野○印/３つまで選択可
	
	物理
	
	化学
	
	生物
	
	農学
	
	地質学
	○
	宇宙天文
	
	数学
	
	情報

	
	
	工学
	
	ロボット
	
	エネルギー
	
	防災安全
	
	環境
	
	医学薬学
	他
	

	活動の種類○印/３つまで選択可
	
	実験教室
	
	工作教室
	
	自然観察教室
	
	天体観測教室
	
	討論会
	
	シンポジウム

	
	○
	ｻｲｴﾝｽｶﾌｪ
	○
	公開講座
	
	研修
	他
	

	申請機関正式名称
	　国立大学法人　山形大学　理学部

	申請責任者(申請機関の長)
	役職
	　理学部長
	氏名
	櫻井　敬久

	申請機関住所
	〒990-8560
	都道府県は

分けて記入→
	山形県
	山形市小白川町１－４－１２

	ホームページ
	
	www-sci.yamagata-u.ac.jp/index-j.html

	機関の属性いずれかに○印
	
	科学館等
	○
	大学高専
	
	公的研究機関
	
	学協会
	
	地方自治体
	
	公益法人･非営利法人
	
	民間企業

	実施主担当者
	所属
	理学部
	フリガナ
	ウメバヤシ　トヨハル

	
	役職
	教授
	氏名
	梅林　豊治

	
	E-mail
	umebayashi@sci.kj.yamagata-u.ac.jp
	電話(eq \o(\s\up 5(携帯),\s\do 2(推奨))）
	023-628-4640
	ＦＡＸ
	023-628-4567

	実施副担当者
	所属
	理学部
	フリガナ
	シバタ　シンペイ

	
	役職
	教授
	氏名
	柴田　晋平

	
	E-mail
	shibata@scci.kj.yamagata-u.ac.jp
	電話
	023-628-4552
	ＦＡＸ
	023-628-4567

	経理担当者
	所属
	理学部
	フリガナ
	ｻｸﾗｲ　ﾋﾃﾞﾋｺ

	
	役職
	事務ユニット総務チームリーダー（予算担当）
	氏名
	櫻井　秀彦

	
	E-mail
	ky-senri@jm.kj.yamagata-u.ac.jp
	電話
	023-628-4513
	ＦＡＸ
	023-628-4510

	申請機関がこれまでに実施してきた科学コミュニケーション活動の主な実績について記入してください。

	１　星空案内人®(愛称：星のソムリエ®)養成講座の開講、人材養成とその全国展開(認定数919人)(成果は 2２年度科学技術分野文部科学大臣表彰)（講座数、年間１６回および実習３０夜程度）（２００３年より）
２　大学の観測施設を「やまがた天文台」として一般公開（毎週土曜日　年間利用者数 １５００人　２００３年より）

３　サイエンスサマースクール（高校生を対象とした体験型講座、７コース開催）（毎年８月開催　２００４年より）

理学部に限定し継続性・効果の高い事業のみを掲載しました。その他の事業も多数あります。

	連携機関名称
	

	担当者
	所属
	
	フリガナ
	

	
	役職
	
	氏名
	

	
	E-mail
	
	電話
	
	ＦＡＸ
	

	連携機関住所
	〒
	都道府県を記入→
	
	

	ホームページ
	

	機関の属性いずれかに○印
	
	科学館等
	
	大学高専
	
	公的研究機関
	
	学協会
	
	地方自治体
	
	公益法人･非営利法人
	
	民間企業

	連携機関がこれまでに実施してきた科学コミュニケーション活動の主な実績について記入してください。特に、申請機関と連携した活動実績があれば、記入してください。

	

	個人情報について
本申請書に記載の個人情報は、選定及び採択後の事業推進の目的に利用するとともに、本事業及び関連するＪＳＴの科学ネットワーク事業の各種のご案内等に活用させていただくことがあります。また、採択企画については、報道機関からの問い合わせに対して、申請書に記載された実施主担当者の氏名・連絡先及び企画の内容について報道機関へ提供する場合があります。下記設問に該当する場合は○印を記入してください。

	Q１：ＪＳＴからのご案内を希望されますか？
	○
	希望しない

	Q２：申請書に記載された実施主担当者の氏名・連絡先及び企画の内容について報道機関へ提供してよろしいですか？ 

	
	○
	提供不可

	Ｑ３：実施主担当者の情報を理科大好きボランティアデータベースに自動登録・自動更新する予定です。このことについ

	て支障ありますか？
	
	支障ある


	企画の内容
	企画の狙い・内容・期待する成果等について、背景・地域性・活動の動機も踏まえて記入してください。欄が足りない場合は、【様式・機－５】に記入してください（２ページまで）。

	
	2010年6月に小惑星探査を終えて帰還予定の「はやぶさ」は非常に市民から親しまれ興味をもたれている宇宙ミッションである。数々の事故を克服し帰還する探査機の物語はすでにプラネタリウムの番組にもなりフィーバー間違いなしの科学イベントとなっている。さらに、探査結果がもたらす太陽系、そして地球の起源に関する研究結果は非常に重要なものである。そこで、「はやぶさ」が帰還し最初の研究成果が発表される時期に合わせて、研究を推進するJAXAの吉川真氏をお招きし「はやぶさ」がもたらした成果に関する講演会を開催する。
開催地は全国的に有名になった「星のソムリエ®」（宇宙や星に関するサイエンスコミュニケーターの資格認定者）の発祥の地である山形市で実施することにより多くの一般市民が集まりやすい好環境の下で実施する。

さらに、星のソムリエ®を交えたグループ討論を加え、講師、グループ討論による質問によって立体的なイベントとし、講演とは違った双方向的な理解増進を図る。

	申請機関の特徴・役割連携機関の特徴・役割及び連携により期待される効果
	機関連携型の場合は「連携機関の特徴・役割及び連携により期待される効果」も必ず記入してください。

	
	

	参加者像、募集方法
	活動の対象とする参加者の想定、及びその募集方法について記入してください。

	
	対象は、

(1) 当該地区の小中高校生とその保護者

(2) 星空や宇宙に興味がある若い世代

公開天文台である大学内にある「やまがた天文台」を地盤とした強い情報網を活用する。市町村および学校とは強い連携があるので公的な情報伝達ルートを利用し、市町村広報やホームページ、公民館、学校などへのチラシ配布などをおこなう。また、新聞、テレビなどのマスコミもこれまでどおり活用する。

	遠隔地での実施の有無・必要性宿泊の有無・必要性
	遠隔地での実施や参加者の宿泊を伴う活動の場合、その必要性を記入してください。

	
	該当しない

	目標
	企画終了時の目標を記入してください。

	
	(1) 目標参加人数は２００名程度と見込んでいる。

(2) 本事業をきっかけとして、やまがた天文台を基盤とした市民の科学普及活動が活発化し、天文台訪問者は開催月は1.5倍程度。
(3) 星のソムリエ®（宇宙や星に関するサイエンスコミュニケーター）養成がさらに進むと思われる。この機会に資格取得挑戦者を30名程度確保する。
(4) 今回は学校との連携を重視するので、参加した小中学生への高い教育効果が期待できる。


以下は、活動実施当日ごとに予定を記入してください。同じ内容の活動を複数回実施する場合は初回分のみ記入し、回数を記入してください。つながりのある複数の活動を実施する場合は、そのつながりが分かるように活動内容欄に記入してください。

	日程
	1月29日
	同じ活動を実施する回数
	１回
	活動準備日の日程
	１月2８日

	実施場所
	山形県生涯学習センター「遊学館」

	目標参加者数（１回あたり）
	２００人
	講師人数
	１人
	助手人数
	１０人

	講師
	氏名
	吉川　真
	所属・役職
	宇宙航空開発機構宇宙科学研究所・准教授

	
	実績・専門
	人工天体による探査（火星探査機「のぞみ」、小惑星探査機「はやぶさ」、電波天文衛星「はるか」などおよび太陽系天体の軌道計算で多数の業績・天体力学

	講師
	氏名
	
	所属・役職
	

	
	実績・専門
	

	外部講師招請の理由
	

	活動内容
	【概要】惑星探査機「はやぶさ」の成果に関する講演、引き続いて、星のソムリエ®を交えた座談会と会場からの質問で双方個的に議論を展開する。
プログラム概要
13:30-14:30 「はやぶさ君の探検と太陽系の秘密解明の物語」講演

14:45-1600  「はやぶさ君と星のソムリエ®の対談」
16:00-16:30 全体会（あなたの疑問を解決するコーナー）。

通常の講演会とはことなり、星のソムリエ®(宇宙や星に関するサイエンスコミュニケーター)を交えての討論会や会場からの質問などで双方向的なイベントを創り出す。参加者を10のグループに分けて各グループに星のソムリエ®を配置。星のソムリエ®のリードのもとに疑問点などを十分に議論し、全体会へ反映させる。なお、星のソムリエ®は学生から70歳台の市民まで広いジェネレーションに平均的に分布し、男女比もほぼ半々でコミュニケーションのバランスは非常によい。

	安全の確保
	起こりうるトラブルを想定し、そのための対応・対策・留意事項を記入してください。

	
	開催施設は常時ホールとして使用されているので、施設運用の標準的規則、安全基準に従って実施することで問題はないと思われる。実験等を伴う活動ではない。基準のとおりの保険に加入する。


	日程
	
	同じ活動を実施する回数
	回
	活動準備日の日程
	

	実施場所
	

	目標参加者数（１回あたり）
	人
	講師人数
	人
	助手人数
	人

	講師
	氏名
	
	所属・役職
	

	
	実績・専門
	

	講師
	氏名
	
	所属・役職
	

	
	実績・専門
	

	外部講師招請の理由
	

	活動内容
	

	安全の確保
	起こりうるトラブルを想定し、そのための対応・対策・留意事項を記入してください。

	
	


（足りない場合はコピーして記入してください。）

ＪＳＴからの支援費について本企画の実施にかかる経費のうち、ＪＳＴからの支援を希望する経費について概算で記入して下さい。

	項目
	税込み金額（円）
	概算根拠・用途等

	（１）材料・消耗品費
	0
	円
	

	（２）講師・助手謝金
	60,000
	円
	講師1名、星のソムリエ（助手）10名

	（３）旅費・交通費
	58,525
	円
	山形―淵野辺旅費および宿泊

	（４）レンタル費
	20,000
	円
	会場借用

	（５）保険料
	10,000
	円
	50×200人

	（６）通信・運搬費
	40,000
	円
	ちらしなど送付郵送料、4次元設備運搬

	（７）印刷・製本費
	225,000
	円
	カラーチラシ（1万枚）当日資料（120部、4ページ）

	（８）一般管理費
	45,532
	円
	１０％

	合計
	498,872
	円
	上限は、「単独型」の場合は税込み５０万円、「機関連携型」「研修会実施型」の場合は税込み１００万円です。


「税込み金額」欄は必ず検算をしてください。他からの財源等について本企画の実施にかかる経費のうち、以下の各項目について予定しているものがあれば概算で記入して下さい。

	項目
	税込み金額（円）
	内訳

	（１）自主財源
	
	円
	

	（２）参加費徴収
	
	円
	

	（３）別の制度の支援※
	
	円
	

	合計
	0
	円
	


※国または国が出資した基金などによる補助金や助成金等については下記「３．国からの支援等について」に記入して下さい。国からの支援等について本企画の実施にかかる経費について、国または国が出資した基金などから補助金や助成金等を得るための支援を申請中または申請予定である場合は、その制度名と支援期間、決定時期等を記入して下さい。

	


※現在国からの支援を受けている、または受けることが決定している場合は、本支援に申請することができません。以　上

本企画の特徴１

サイエンスコミュニケーターを交えた双方向的な理解増進

本学では宇宙や星に関するサイエンスコミュニケーターである星のソムリエ®の養成を６年にもわたっておこなっており、専門家からの一方向的な説明でなく、【市民が市民に語る】

という考え方で到達力のある科学理解増進活動ができる状態になっている。講演会も一方向でなく星のソムリエ®が市民と同じ視線で疑問点を引き出したり、うまい言い換えで議論を誘発したりすることができる。通常は天文台での星空案内で活躍する星のソムリエ®であるが、講演会では仲介役として非常に効果的であることがわかっている。非常に和やかな雰囲気で講演会を開催することが出来る。

本企画の特徴２

子どもたちの参加が容易である。

山形大学は市民団体であるＮＰＯ法人小さな天文学者の会と連携して科学理解増進活動をこれまで10年余りおこなっている。したがって、大学と市民の太いパイプが存在し、地域に根ざした活動が可能になっている。したがって、市内の各学区に散らばったＮＰＯ会員の活動により地域の学校などに呼びかけ効果的なＰＲができる。そのため子どもたちの参加が非常に容易におこなわれる。
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